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研究分野：都市社会学 

科研費の分科・細目：3801 
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１．研究計画の概要 

本研究は、西欧社会、東南アジア、中国、
日本における公共性の在り方を調査し、比較
研究する。公共性というと、一般には社会的
理念と受け取られがちであるが、本研究では、
生活や都市空間に埋め込まれた公私観念を
探求する。 

この生活や都市空間に埋め込まれた公私
観念を研究するために、都市空間の作られ方
やそこでの人々の活動の在り方を、具体的に
は、都市景観、まちづくり、社会福祉政策、
観光、教育、ホームレス対策などから探って
ゆく。 

 

２．研究の進捗状況 

 本研究は、これまで毎年、海外から研究者
を招き、公共性に関する比較研究を進めてき
た。これは、各参加者にとって、今後の研究
を進めるための参考になるばかりではなく、
この研究を将来、この時の研究発表を公刊す
るための準備作業でもある。こうした意味で、
公共性に関する国際比較の研究が蓄積され
つつある。 

 さらに、国内の研究者が中国、ヨーロッパ
などの地域で、それぞれのテーマをもって公
共性にかかわる現地調査を実施しており、そ
れについての研究成果も蓄積されつつある。
また、その一部は論文の形で発表されてきた。 

 国内の町づくりや観光などの事例を通し
ても、公共性に関する調査を実施中であり、
その研究成果は、本科研費にかかわる研究会
で発表されているだけではなく、関係学会や
論文の形で発表されてきた。 

 また、こうした具体的なテーマに即した事

例研究だけではなく、全体としての公共性に
関する国際比較研究も書籍の形でまとめら
れ、出版されている（『東アジアにおける公
共性の変容』慶應義塾大学出版会（藤田弘夫
編）、2010年参照） 

 

３．現在までの達成度 

 以上の研究を通して、「生活公共性」と呼
んできた公共性の概念の社会ごとの違いが
明らかになり、さらに、同一社会においても
時代的に変化してきたことがあきらかにな
ってきた。くわえて、研究に参加しているそ
れぞれの領域（都市環境、都市景観、まちづ
くり、社会福祉政策、観光、教育、ホームレ
ス対策）ごとにも、異なることが明らかにな
った。こうした社会的差異、時代的な差異、
社会の領域的な差異を丁寧に比較検討する
ことが、これからの課題である。 

 国際比較研究のために、これまでの論文を
日本語だけではなく、英語、中国語に翻訳す
る努力を続け、一部は翻訳が完了している
（たとえば、Shigeyoshi TANAKA 、 “How 
should we discuss the publicness”参照）。
また、公刊はされていないが、中国から招聘
した研究者の発表論文はすでに原稿の形と
して提出されており、将来、報告書としての
原稿を蓄積されつつある。 

 本研究は、前研究代表者藤田弘夫の急逝と
いう事情により、一昨年の後半は十分に研究
活動、連携ができなかった。 
 しかし、昨年度から再度、研究体制も再編
され、再出発した。その点では、研究の進展
の遅れを取り戻しつつある。 
 そのため、全体としては「おおむね順調に
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進展している」と評価することができよう。 
 

４．今後の研究の推進方策 
 今後とも、海外からの研究者（たとえば、
南京大学の朱安新先生）の招聘と国内での討
論会の開催、国内研究者の海外での現地調査、
国内での都市景観、観光、まちづくり、ホー
ムレスといった具体的なテーマに即した調
査研究、さらに、こうした研究成果をもちよ
った国内での研究会の開催を続けてゆく。 
 2011 年 3 月 11 日の未曾有の巨大災害が発
生した。本研究会としても、公共性という観
点から、「災害と公共性」という関連を探り、
将来の復興にむけての研究を新たに企画し
ている。 
 こうしたなかで、今後、英文での公共性の
国際比較研究の書籍を編集する作業に取り
掛かりたいと計画している。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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会学の構想」、於福岡県立大、2010年 

田中重好、「共同性から公共性へ」三田社会
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性」、於慶応義塾大学、2010年 
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会学事典』（日本社会学会社会学事典刊行委
員会編）丸善 
麦倉哲ほか『新しい公共と自治の現場』（寄
本勝美・小原隆治編著）コモンズ 
〔産業財産権〕 

 
○出願状況（計 件） 
 
名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
出願年月日： 
国内外の別： 
 
 
 
○取得状況（計 件） 
 
名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
取得年月日： 
国内外の別： 
 
 

〔その他〕 

 



 
様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

 


